
 

プロジェクト２ 里山里海                 グループ 27 
３１Ｈ 畑田 奈津  ３３Ｈ 野田 拓海  ３３Ｈ 新谷 諒真 

３５Ｈ 鷹合 祐依  ３５Ｈ 宮川 空楽  ３６Ｈ 松柳 遥香 
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■現状（課題の背景） 

 能登の里山は、高い生物多様性を保持している場として

知られている。しかし近年、さまざまな問題により危機に

直面している。 

 

 

 

 

     

                          

■具体的内容 

  月 1 回程度で、能登地区の小学生を対象にイベントを行う。 

（内容） 

 

 

 

 

 

（ねらい） 

 地域住民に生き物についてもっと知ってもらう。 

  →絶滅危惧種に関する地元の意識を高められる 

より身近な問題として認識してもらうことができる。 

→住民が生活を見直すきっかけになるかもしれない 

 

（その他活動） 

・主に 3R、ごみの分別、減量などを含めた、環境にやさしい生活を呼びかける 

 ・清掃活動 

 ・外来種駆除 

  

 

 

 

■効果 

 環境問題の抑制が、環境や生態系への負荷を減らすことにつながる 

 →現状を緩和できる 

■解決策 

 ・絶滅危惧種の現状について調べ、保護するために活動を行う 

■課題 

絶滅危惧種の保護・繁栄について 

【第一危機】 

人間活動や開発 

【第二危機】 

必要以上の自然に対する人為の働きかけ 

【第三危機】 

移入種（外来種）による生態系の攪乱 

環境問題 

・地球温暖化 

・洪水 

・土砂崩れ 

・気候変動 

    など 

・生き物を観察しながら、地域をまわって、

生き物と触れ合う 

・並行して、ごみ拾いを行う 

小学生を対象とした生き物教室を開く 

講義やレクリエーションを行う 

■現状（課題の背景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性に対する意識が低い 
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『生物多様性』の言葉の認知度

意味を知っている

聞いたことはある

聞いたこともない

無回答

 

生物多様性の保全に対する取り組みの意識

制約されても、進める

制約されない程度に、進める

進めない

その他

 

 

 

（世論調査より） 

https://ja.wikipedia 

.org/wiki/%E3%83%9F%E3%82%BE%E3%82%B4%E3%82%A4  
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